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■単元導入時のポイント

児童は，すでに長さというものに触れて生活している。「髪の毛が長い，短い」「キリ
ンの首が長い」などである。しかし，長さがどのようなものであるのかということにつ
いてきちんとおさえているかというと，そうではない。そこで，教師から「長い」「短い」
という言葉を出すのではなく，児童から「長い」「短い」という言葉が出てくるような場
面を設定したい。ここでは，黒板に貼ったものを見ながら，気づいたことを発表する時
間をはじめにとる。
本時は，直接比較と間接比較について学習をする。まず，直接比較では，身の回りに

ある鉛筆やなわとびなどを使って「どちらが長い？」という予想を行う。教科書p.５６に
も載っているように，両手で鉛筆の端を隠して提示したり，なわとびをまげて提示した
りして，直接的に比べられないようにするとよい。児童から「はしっこをそろえればわ
かるよ」「まっすぐにして」というような発言が出てきたら，それを取り上げていく。
直接比較のポイントは，次の２つである。
・端をそろえる
・まっすぐにする
間接比較では，「教卓が教室の入り口から出せるか」という教科書の問題をそのまま使

う。実際に，教室にある教卓を題材にして，みんなで予想し，比べ方を考えて実際に行
ってみるのがいいだろう。

■教科書活用の工夫

本時は，実際にあるものを使って，どちらが長いかを予想した
り，目の前で比べたりする授業である。そのような授業の場合，
児童はとても楽しんで，活気のある学習が期待できるが，学習の
大事なポイントを児童が意識しないまま過ぎてしまうことも少な
くない。そこで，本時のまとめとして，教科書p.５６の写真を見な
がら，長さを比べるときに大切なポイントは何であったかを振り
返りたい。

■ワークシートの特長

ワークシートの左側は，長さくらべクイズ
の予想と，比べる方法が記述できるようにな
っている。また，直接比較と間接比較を行う
場は本時だけなので，児童にも身の回りのも
のや教室の中のものの長さを実際に比べる経
験をさせたい。「長い」「短い」だけでなく
「同じ」長さにも目を向けさせたい。右側に
は，各自が調べたものを記入できるようにな
っているので，活動を生かした授業づくりを
することができるだろう。
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■本時のねらい

どちらが長いかを予想することで長さくらべに興味をもち，長さを直接比べる方法や，
媒介物を使って間接的に比べる方法を工夫し，長さの概念の素地を養う。

■準備物

教師：《長さのちがう鉛筆２本（赤・青），なわとび，
はちまき，あさがおの支柱，
長さのちがうひも２本（赤・青），紙テープ》
《 》内のものを黒板に貼るための磁石つきクリ
ップなど
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・間接比較
ワークシート

・いろいろなものに
ついて長さを比べ
る
ワークシート

・本時のまとめ
教科書p.５６

・教卓が教室の入り口から出せるか
どうかを予想する。

・どうしたら確かめられるかを考え
る。

・教師が実際に比べるのを見て，予
想があたっているかどうか確認す
る。

・教室にあるものや，自分の持ち物
などの長さをいろいろ比べる。比
べた方法についてもワークシート
に記入する。

・本時のまとめをして，次時の課題
をつかむ。

・２本のひもは，端をそろえ，
まっすぐにのばして比べるこ
とをおさえる。

・プリント（ワークシート）は，
縦と横がどこかをおさえてか
ら本題に入る。

・１枚のプリント（ワークシー
ト）を折って，横を縦に重ね
て比べればよいことに気づか
せる。

・教卓が教室の入り口から出せ
るかどうかを予想させ，予想
した理由も発表させる。

・教卓を実際に動かして確かめ
なくても，比べられる方法は
ないか問いかける。

・鉛筆やひも，プリント（ワー
クシート）と異なり，並べた
り，折りまげたりできないこ
とから，紙テープやひもなど
身近な持ち物を利用して比べ
られないか考えさせる。

・一方の長さを紙テープやひも
でうつしとり，他方と比べれ
ばよいことに気づかせる。

・どちらが長いか，教室の入り
口から出せるかどうか，机の
幅と同じ長さのものはないか
など，いろいろな視点を与え
て活動させる。

・教科書を見ながら，本時のま
とめを行う。次時は，直接重
ね合わせることができないも
のの長さの比べ方について考
えることを知らせる。

■導入時の展開例

・「長い」「短い」と
いう言葉を理解す
る

・直接比較
ワークシート

ワークシート

・提示されたものの中で，どれがい
ちばん長いかを予想する。

・どうしたら確かめられるか，比べ
方を考え，発表する。

・２本の鉛筆，２本のひも，プリン
ト（ワークシート）の縦と横の長さ
について，それぞれ比べ方を考え
る。

・準備したものを黒板に貼る。

・長さの学習の際，すぐに「長
いのはどちらでしょう」とい
う問いかけをしがちだが，ま
ず，「長さ」とはどういうこ
とかを考える時間を設ける。

・まず，どれがいちばん長いか
を直観的に予想させ，どうし
てそう予想したのかを説明さ
せることで，長さの比べ方に
ついて考えさせる。

・鉛筆の長さはどこからどこま
でかを説明する。

・端をそろえて比べればよいこ
とをおさえる。

・まがっているものは，まっす
ぐにして比べればよいことを
おさえる。

・「比べたものを，短いものか
ら順に並べるとわかりやす
い」などに気づくことができ
るようにする。

・次のものを手にもって提示す
る。
○２本の鉛筆（赤・青）
○２本のひも（赤・青）
○プリント（ワークシート）

・２本の鉛筆は，端をそろえて
比べることをおさえる。

学習内容 児童の活動 指導上の留意点

まっすぐなもの
と，まがったも
のがあるね。

鉛筆は短くて，
なわとびは長
いね。

まがっている
ものはわかり
にくいな。

なわとびがいち
ばん長いかな？

まがっているものは，まっす
ぐにのばしてみよう。

端をそろえたら
わかるよ。

教卓を動かして，入り口から
出るかためしてみよう。

でも，動かすのは大変よ。
他に方法はないかな？

黒板に貼られたものを見て，気づいたことを発表しよう。
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